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この資料は表記のバージ ョ ンの英語版を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。 資料によっては英語版の更新に対応していないものがあります。 
日本語版は参考用としてご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

概要

このアプリ ケーシ ョ ン ノートは、UltraScale+™ デバイスの GTY ト ランシーバー向け Aurora 8B10B プロ ト コルに焦点を当
てています。Artix-7 などの Aurora 8B10B プロ ト コルのみをサポートするデバイスに接続する場合の GTY ト ランシーバー
向けにカスタマイズした Aurora IP を含むリ ファレンス  デザインを提供しています。 リ ファレンス  デザインは、 ザイ リ ン
クスの LogiCORE™ IP AXI Chip2Chip をベース と しています。

リファレンス デザイン

GTY ト ランシーバーを使用する場合の Aurora 8B10B コアを検証するために 2 つのリ ファレンス  デザインが作成されてい
ます。 一方のリ ファレンス  デザインにはマスター AXI Chip2Chip を実装し、 も う一方にはスレーブ AXI Chip2Chip を実装
するこ とで、 相互運用性を検証します。 マスター AXI Chip2Chip は RFSoC または Virtex® UltraScale+ デバイス向けに構築
されており、 スレーブ AXI Chip2Chip は Artix®-7 デバイス向けに構築されています。

この IP コアの詳細は、 『AXI Chip2Chip LogiCORE IP 製品ガイ ド』 (PG067) [参照 1] を参照して ください。

このアプリ ケーシ ョ ン ノートの リ ファレンス  デザイン ファ イルは、 ザイ リ ンクスのウェブサイ トからダウンロードでき
ます。 

ツール フローおよび検証

次の表に、 リ ファレンス  デザインで使用されるツール フローおよび検証手順を示します。
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表 1: リファレンス デザインの詳細

パラメーター 説明

全般

開発者  ザイ リ ンクス

ターゲッ ト  デバイス  UltraScale+、 Zynq UltraScale+ MPSoC/RFSoC

ソース  コードの提供  あ り

ソース  コードの形式 (提供される場合)  Verilog

既存のリ ファレンス  デザイン、 ザイ リ ンクス  アプリ
ケーシ ョ ン ノート、 サードパーティ または Vivado ツー
ルからデザインへのコード /IP の使用 
(使用した場合はその詳細)

 AXI Chip2Chip v5.0

 Aurora 8B/10B v11.1

 Aurora_8b10b_gty v1.0

シミ ュレーシ ョ ン

論理シ ミ ュレーシ ョ ンの実施  あ り

タイ ミ ング シ ミ ュレーシ ョ ンの実施  なし

論理シ ミ ュレーシ ョ ンおよびタイ ミ ング シ ミ ュレー
シ ョ ン用テス トベンチの提供

 あ り

テス トベンチの形式  Verilog 
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マスター リ ファレンス  デザインの最上位コードは axi_chip2chip_master_exdes.v です。 最上位のポートについて
は、 表 2 で説明します。

スレーブ リ ファレンス  デザインの最上位コードは、 axi_chip2chip_slave_exdes.v です。 最上位のポートについて
は、 表 3 で説明します。

使用したシ ミ ュレータ /バージ ョ ン  Vivado simulator 2018.1 および Modelsim 10.6b

SPICE/IBIS シ ミ ュレーシ ョ ンの実施  なし

インプリ メンテーシ ョ ン

使用した合成ツール/バージ ョ ン  Vivado 2018.1

使用したインプリ メンテーシ ョ ン ツール/バージ ョ ン  Vivado 2018.1

スタティ ッ ク  タイ ミ ング解析の実施  あ り

ハードウェア検証

ハードウェア検証の実施  あ り

使用したプラ ッ ト フォーム  AC701、 ZCU1254、 VCU1262

表 2: axi_chip2chip_master_exdes.v のポート一覧

名称 サイズ 方向 説明

reset 1 入力 グローバル システム リセッ ト 。 

gt_refclk_p 1 入力 GT への差動入力クロ ッ ク。 491.52MHz

gt_refclk_n 1 入力 GT への差動入力クロ ッ ク。 491.52MHz

aurora_rx_p_mas 1 入力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT RX 入力。

aurora_rx_n_mas 1 入力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT RX 入力。

aurora_tx_p_mas 1 出力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT TX 出力。

aurora_tx_n_mas 1 出力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT TX 出力。

pma_init 1 入力 GTY リセッ ト 。

start_traffic 1 入力 ト ラフ ィ ッ ク  ジェネレーター テス ト開始。

t_axi_calib_done_out_mas 1 出力 Link Detect FSM が SYNC ステートの場合にアサート される。

t_axi_calib_error_out_mas 1 出力 マスターまたはスレーブの AXI Chip2Chip コアで複数ビッ トの受
信がエラーとなる。

axi_c2c_link_error_out_mas 1 出力 通常動作中に AXI Chip2Chip スレーブ コアがリセッ ト される とア
サート される。

t_axi_phy_error_out_mas 1 出力 マスターとスレーブの AXI Chip2Chip コアの設定が一致しないた
め、 Link Detect FSM がエラーとなる。

lite_error 1 出力 AXI4-Lite インターフェイス  エラー。 

axi4_error 1 出力 AXI4 インターフェイス  エラー。

表 3: axi_chip2chip_slave_exdes.v のポート一覧

名称 サイズ 方向 説明

reset 1 入力 グローバル システム リセッ ト 。 

gtxq1_p 1 入力 GT への差動入力クロ ッ ク。 491.52MHz

gtxq1_n 1 入力 GT への差動入力クロ ッ ク。 491.52MHz

表 1: リファレンス デザインの詳細 (続き)

パラメーター 説明
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ハードウェア アーキテクチャ

図 1 に、各リ ファレンス  デザインの Aurora インターフェイス と概略ブロ ッ ク図を含むデモンス ト レーシ ョ ン テス ト  ベン
チを示します。

aurora_rx_p_slv 1 入力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT RX 入力。

aurora_rx_n_slv 1 入力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT RX 入力。

aurora_tx_p_slv 1 出力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT TX 出力。

aurora_tx_n_slv 1 出力 レーン 0 用の差動シ リ アル GT TX 出力。

pma_init 1 入力 GTP リセッ ト 。

t_axi_calib_done_out_slv 1 出力 Link Detect FSM が SYNC ステートの場合にアサート される。

t_axi_calib_error_out_slv 1 出力 マスターまたはスレーブの AXI Chip2Chip コアで複数ビッ ト
の受信がエラーとなる。

t_axi_phy_error_out_slv 1 出力 マスターと スレーブの AXI Chip2Chip コアの設定が一致しな
いため、 Link Detect FSM がエラーとなる。

lite_error 1 出力 AXI4-Lite インターフェイス  エラー。 

axi4_error 1 出力 AXI4 インターフェイス  エラー。

表 3: axi_chip2chip_slave_exdes.v のポート一覧 (続き)

名称 サイズ 方向 説明

X-Ref Target - Figure 1

図 1:ハードウェア テスト  ベンチ
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図 2 に示すマスター デザインは、 IP インテグレーターを使用して AXI Chip2Chip と  GTY 用 Aurora 8B10B が接続されてい
ます。

ブロ ッ ク  デザインは、 テス ト  ロジッ クがあるラ ッパーにインスタンシエート されています。 

X-Ref Target - Figure 2

図 2: AXI Chip2Chip と  Aurora ブロックのデザイン
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図 3 に、 マスター AXI Chip2Chip の設定を示します。

マスター側の最終デザインは、 AXI Chip2Chip コアから自動生成されるサンプル デザインと同じです。

スレーブ側のデザインは、 AXI Chip2Chip コアから自動生成されてスレーブと して構成されています。

X-Ref Target - Figure 3

図 3: マスター AXI Chip2Chip の設定
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図 4 に、 スレーブ AXI Chip2Chip の設定を示します。

X-Ref Target - Figure 4

図 4: スレーブ AXI Chip2Chip の設定
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AXI Chip2Chip ウ ィザードからはライン レート を設定できないため、 Aurora コアのライン レートは、 サンプル デザイン
のスレーブ Chip2Chip が生成された後にマスター側と同じ値に再設定する必要があ り ます。 図 5 に、 設定を示します。

クロッキング アーキテクチャ

表 4 に、 デザインに必要なプライマ リ  ク ロ ッ クの一覧を示します。

2 つのリ ファレンス  デザインには、 491.52MHz の外部クロ ッ クが 1 つ必要です。 その他のクロ ッ クは、 MMCM を使用し
て内部で生成されます。 

UltraScale+ デバイスを使用するマスター デザインの場合、 BUFG_GT を介して ト ランシーバーの基準クロ ッ クの入力バッ
ファー IBUFDS_GTE4 へ MMCM を接続できます。IBUFDS_GTE4 には、基準クロ ッ クをファブ リ ッ ク  ロジッ クへ渡すた
めのオプシ ョ ン出力 ODIV2 があ り ます。 この出力は、 O 信号または O を 2 分周した信号を出力するよ うに設定できます。
このデザインでは O 信号と同じ周波数 (491.52MHz) になっています。 

X-Ref Target - Figure 5

図 5: Aurora 8B10B スレーブの設定

表 4: クロック要件

クロック マスター (MHz) スレーブ (MHz)

基準クロ ッ ク 491.52 491.52

AXI 100 100

システム 30 50

DRP 30 50
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図 6 に、 MMCM とバッファーの接続を示します。 BUF_GT_SYNC は Vivado IDE で自動挿入されるため、 コードに追加す
る必要はあ り ません。 

7 シ リーズを使用するスレーブ デザインの場合、 MMCM を使用して外部の基準クロ ッ クから任意のクロ ッ クを生成でき
ます。 この場合、MMCM は IBUFDS_GTE2 のポート  O へ直接接続できます。 このポートはト ランシーバーへ接続される
クロ ッ ク と共有されます。

図 7 に、 IBUFDS_GTE2 と  MMCM の接続を示します。

X-Ref Target - Figure 6

図 6: BUFG_GT と  MMCM の接続

X-Ref Target - Figure 7

図 7: IBUFDS_GTE2 と  MMCM の接続
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Aurora 8B10B GTY

GTY 用の Aurora 8B10B は、最新の Aurora コア v11.1 (GTH および 8b01b をサポート ) から派生したコアで、Vivado® IDE で
パッケージ化されています。 図 8 に Aurora コアの設定を示します。 

X-Ref Target - Figure 8

図 8: Aurora 8B10B の設定
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GTH を定義している  xci ファ イルは、 図 9 のよ うに GTY を定義する  GT ウ ィザードの xci ファ イルで上書きされます。

GTY 用の Aurora 8B10B は IP と して リ リースされており、 Vivado IP カタログや IP インテグレーターで利用可能です。 IP 
名は aurora_8b10b_gty で、 バージ ョ ンは v1.0 rev.2 と して提供されています。図 10 に、 IP シンボルとその有効なポー
ト を示します。

X-Ref Target - Figure 9

図 9: GTY の設定
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表 5 に、 Aurora 8B10B のポート一覧を示します。

X-Ref Target - Figure 10

図 10: Aurora 8B10B シンボル

表 5: Aurora 8B10B のポート一覧

ポート 方向 説明

GT_SERIAL_RX 入力 差動シ リアル データ入力ピン。

gt_refclk 入力 ト ランシーバー基準クロ ッ ク。 IBUFDS_GTE4 に接続。

USER_DATA_S_AXI_TX 入力/出力 ユーザー スレーブ AXI ス ト リームのポート。

GT0_DRP 入力 DRP ポート。 DRP ク ロ ッ クは 30Mz で、 intit_clk_in へ接続可能。

reset_pb 入力 Aurora 8B/10B コアを リセッ トする  (アクティブ High)。

init_clk_in 入力 コア ク ロ ッ ク。 30MHz。

PMA_INIT 入力 ト ランシーバー リセッ ト 。

loopback[2:0] 入力 テス ト用の GTY ループバッ ク  ポート。 000 (デフォルト )。

USER_DATA_M_AXI_RX 出力 ユーザー マスターの AXI Stream ポート。

GT_SERIAL_TX 出力 差動シ リアル データ出力ピン。

HARD_ERR 出力 ハード  エラーを検出 (Aurora 8B/10B コアがリセッ ト されるまでアサー
ト )。

SOFT_ERR 出力 入力されるシ リ アル ス ト リームでソフ ト  エラーを検出。

LANE_UP 出力 レーンの初期化が完了する とアサート される。

mmcm_not_locked 出力 GTY の Txpmaresetdone_out へ接続。

CHANNEL_UP 出力 Aurora 8B/10B チャネルの初期化が完了し、 データ転送の準備が整う と
アサート される。

rx_resetdone 出力 GTY RX のリセッ ト完了。

tx_resetdone 出力 GTY TX のリセッ ト完了。

tx_lock 出力 GTY cpll のロ ッ ク。 

TRANSCEIVER_DEBUG 入力/出力 追加のト ランシーバー デバッグ ポート。

user_clk_out 出力 GTY ユーザー ク ロ ッ ク出力。
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テストベンチ シミ ュレーシ ョ ン

新しい Aurora コアの検証にはビヘイビアー シ ミ ュレーシ ョ ンが実施されています。 Vivado シ ミ ュレータおよび Mentor 
Graphics 社製の Questa シ ミ ュレータでテス トするためのテス トベンチが提供されています。 

デモンス ト レーシ ョ ン用のテス トベンチは、 次のタスクを実行します。

• 入力クロ ッ ク信号を生成。

• サンプル デザインにリセッ ト を適用。

• いずれかの割り込み信号 ( リ ンク  ステータス、 コンフ ィギュレーシ ョ ン エラー (Aurora PHY)、 およびマルチビッ ト  
エラー ) がアサート されるまで待機。 リ ンク  ステータスがアサート される と、 マスターおよびスレーブ AXI 
Chip2Chip コア間に安定した リ ンクが確立される。 コンフ ィギュレーシ ョ ン エラーやマルチビッ ト  エラーがアサー
ト される と、 テス トベンチでエラー (Error: Link Not Detected) が発生する。

• リ ンクが問題なく確立された場合、 検出された リ ンクがコンソールに表示される。

• ト ラフ ィ ッ ク  ジェネレーターが、 AXI Chip2Chip コアの入力で固定のト ラフ ィ ッ ク  パターン生成を開始する。

• ト ラフ ィ ッ ク  チェッカーが、 予想パターンに対して AXI Chip2Chip コアの出力信号をチェッ クする。 受信したデー
タにエラーがある場合、 コンソールにエラー メ ッセージ (エラーとなる信号の名称、 予想値、 実際の値を含む) が表
示される。

• ト ランザクシ ョ ンは 10,000ns 間隔で表示され、 コンソールに 「Test Completed」 と表示される とテス トベンチが終了
する。 

次の例は、 フル シ ミ ュレーシ ョ ンのログを示しています。

# Link detected
# R Match exp_axi_rdata  = ffffffff, exp_axi_rid    = 3f, exp_axi_rlast  = 0, 
exp_axi_rresp  = 0
# R Match   s_axi_rdata  = ffffffff,   s_axi_rid    = 3f,   s_axi_rlast  = 0,   s_axi_rresp  
= 0
# B Match exp_axi_bid   = 00, exp_axi_bresp = 3
# B Match   s_axi_bid   = 00,   s_axi_bresp = 3
#  W Match exp_axi_wdata = ffffffff, exp_axi_wuser   = f, exp_axi_wlast = 1, 
exp_axi_wstrb = f
#  W Match   m_axi_wdata = ffffffff,   m_axi_wuser   = f,   m_axi_wlast = 1,   m_axi_wstrb 
= f
# R Match exp_axi_rdata  = 00000002, exp_axi_rid    = 01, exp_axi_rlast  = 1, 
exp_axi_rresp  = 1
# R Match   s_axi_rdata  = 00000002,   s_axi_rid    = 01,   s_axi_rlast  = 1,   s_axi_rresp  
= 1
#  W Match exp_axi_wdata = fffffffe, exp_axi_wuser   = d, exp_axi_wlast = 0, 
exp_axi_wstrb = f
#  W Match   m_axi_wdata = fffffffe,   m_axi_wuser   = d,   m_axi_wlast = 0,   m_axi_wstrb 
= f
#  W Match exp_axi_wdata = fffffffd, exp_axi_wuser   = b, exp_axi_wlast = 1, 
exp_axi_wstrb = f
#  W Match   m_axi_wdata = fffffffd,   m_axi_wuser   = b,   m_axi_wlast = 1,   m_axi_wstrb 
= f
# AW Match exp_axi_awaddr = 00000000, exp_axi_awburst = 0, exp_axi_awid = 
00,exp_axi_awlen = 00, exp_axi_awsize = 0
# AW Match   m_axi_awaddr = 00000000,   m_axi_awburst = 0,   m_axi_awid = 00, m_axi_awlen 
= 00,   m_axi_awsize = 0 
# M_AXI LITE AW channel exp aw 000000aa prot 2, act aw 000000aa prot 2
# M_AXI LITE W channel exp w 00000154 strb 4, act w 00000154 strb 4 
# Test Completed Successfully
# ** Note: $finish    : 
../../../../../../sources/testbench/axi_chip2chip_master_exdes_tb.v(133)
#    Time: 2675335100 ps  Iteration: 0  Instance: /axi_chip2chip_master_exdes_tb 
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図 11 に、 ビヘイビアー シ ミ ュレーシ ョ ンの波形を示します。 マスター /スレーブ間のリ ンクが正常に動作している場合
には、 ピンク色の信号がアサート されます

X-Ref Target - Figure 11

図 11: ビヘイビアー シミ ュレーシ ョ ンの波形
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リファレンス デザイン  ファイル

マスター AXI Chip2Chip のリ ファレンス  デザインは、ザイ リ ンクスの ZCU1254 および VCU1262 評価ボード用です。ディ
レク ト リ構造は両方の評価ボードで同じです。図 12 に、 Zynq® UltraScale+ RFSoC (ZCU1254) デバイス  デザイン ファ イル
のディ レク ト リ構造を示します。

ZCU1254 フォルダーには、 表 6 に示すハードウェア デザインに関係したファイルが含まれます。

readme.txt ファ イルには、 フォルダー構造、 ツール バージ ョ ン、 およびリ ビジ ョ ンの詳細が記載されています。

X-Ref Target - Figure 12

図 12: ZCU1254 のディレク ト リ構造

表 6: ZCU1254 のハードウェア デザイン関連ファイル

フォルダー名 説明

Board ボード  テス トに必要なすべてのスク リプ ト とプログラ ミ ング ファ イルが含まれる

Sources/constraints I/O およびタイ ミ ング制約ファイルが含まれる

Sources/hdl ソース  コード  ファ イルが含まれる

Sources/ip_catalog デザインに必要なザイ リ ンクス  IP コアが含まれる

Sources/ip_design Aurora_8B10B_gty IP およびソース  ファ イルが含まれる

Sources/testbench シ ミ ュレーシ ョ ン用のテス トベンチが含まれる

Vivado/scripts Windows および Linux オペレーティング システム向けデザインのインプリ メンテーシ ョ ン 
スク リプ ト  (コマンド  ラ イン/Vivado Design Suite IDE モード ) が含まれる

Ready_to_test  ZCU1254 評価ボードをコンフ ィギュレーシ ョ ンするためのプログラ ミ ング ファ イルが含
まれる
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スレーブ AXI Chip2Chip のリ ファレンス  デザインは、ザイ リ ンクスの AC701 評価ボード用です。図 13 に、 Artix-7 デバイ
ス  (AC701) デザイン ファ イルのディレク ト リ構造を示します。

AC701 フォルダーには、 表 7 に示すハードウェア デザインに関係したファイルが含まれます。

readme.txt ファ イルにはフォルダー構造、 ツール バージ ョ ン、 およびリ ビジ ョ ンの詳細が記載されています。

プロジェク トの作成

Vivado プロジェク ト を作成するためのスク リプ ト を提供しています。 スク リプ トは、 Vivado ツール用に設定されたシェ
ルまたは GUI の Tcl コンソールのいずれかで実行できます。

マスター リファレンス デザイン

シェルの場合は、 スク リプ トがあるディ レク ト リへ移動して、 次のコマンドを実行します。

vivado -mode tcl -source ultrascalep_c2c_master.tcl

GUI の TCL コンソールの場合は、 スク リプ ト  ディ レク ト リへ移動して、 次を入力します。

source ./ultrascalep_c2c_master.tcl

X-Ref Target - Figure 13

図 13: AC701 のディレク ト リ構造

表 7: AC701 のハードウェア デザイン関連ファイル

フォルダー名 説明

ボード ボード  テス トに必要なすべてのスク リプ ト とプログラ ミ ング ファ イルが含まれる

Sources/constraints I/O およびタイ ミ ング制約ファイルが含まれる

Sources/hdl ソース  コード  ファ イルが含まれる

Sources/ip_catalog デザインに必要なザイ リ ンクス  IP コアが含まれる

Vivado/scripts Windows および Linux オペレーティング システム向けデザインのインプリ メンテーシ ョ ン 
スク リプ ト  (コマンド  ライン/Vivado Design Suite IDE モード ) が含まれる

Ready_to_test AC701 評価ボードをコンフ ィギュレーシ ョ ンするためのプログラ ミ ング ファ イルが含ま
れる
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スレーブのリファレンス デザイン

シェルの場合は、 スク リプ トがあるディ レク ト リへ移動して、 次のコマンドを実行します。

vivado -mode tcl -source artix7_c2c_slave.tcl

GUI の TCL コンソールの場合は、 スク リプ ト  ディ レク ト リへ移動して、 次を入力します。

source ./artix7_c2c_slave.tcl

スク リプ トでは、 デザインのインプリ メンテーシ ョ ンおよびシ ミ ュレーシ ョ ンに必要なすべてのデザイン  ファ イルをイ
ンポート して、 プロジェク ト を作成します。

ハードウェア テスト

リ ファレンス  デザインは、 ザイ リ ンクスの評価ボード  (ZCU1254 rev. D、 VCU1262 rev. B、 およびAC701 rev1.0) を使用し
て検証されています。

GT の位置は xdc 制約を適用して固定できます。 いずれのデザインにも、 開発用ボードに固有の制約が適用されます。 必
要な場合は要件に応じて変更可能です。

表 8 に、 テス トに使用されるボードのクロ ッ クおよびデータの接続を示します。

テス トの実行には Vivado デバッガーを使用します。 いくつかの信号ステート を強制するために VIO を定義します。
Aurora のリ ンク接続は、 GT をルーピングするこ とで個別にテス トするこ と も可能です。 ループバッ クには、 外部ケーブ
ルや VIO を使用できます。 「010」 は、 近端 PMA ループバッ クの設定です。 ループバッ クの詳細は、 『UltraScale アーキテ
クチャ  GTY ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG578) [参照 3] および 『7 シ リーズ FPGA ト ランシーバー ユーザー ガイ
ド』 (UG482) [参照 4] を参照してください。

各ボードに必要なクロ ッ クは 491.52MHz の外部基準クロ ッ クがのみです。 リ ファレンス  デザインで必要となるその他の
クロ ッ クは、 基準クロ ッ クを使用して FPGA 内部で生成されます。

表 8:ボードの接続

ボード コネクタ Ref. Clock P/N GT RX P/N GT TX P/N

ZCU1254 Samtec BullsEye 128_CLK0 128_RX0 128_TX0

VCU1262 Samtec BullsEye 224_CLK0 224_RX0 224_TX0

AC701 SMA J25/J26 J46/J47 J44/J45
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図 14 に、 マスター デザインの VIO のセッ ト アップと出力デバッグ信号のステータスを示します。 

テス ト を実行する際には、 表 9 に示す VIO 信号設定を使用してください。

X-Ref Target - Figure 14

図 14: マスター VIO のセッ トアップ 

表 9: VIO 信号

信号 説明 動作中のステータス信号

出力

sysreset_i デザイン リセッ ト  ( ト ランシーバーではない)。 アクティブ High

gtreset_vio_i ト ランシーバー リセッ ト 。 アクティブ High

start_traffic ト ラフ ィ ッ ク  ジェネレーターが、 AXI Chip2Chip 
コアの入力で固定のト ラフ ィ ッ ク  パターン生成
を開始する。

アクティブ High

loopback_vio_i[2:0] ト ランシーバー ループバッ ク 000 - 正常モード  

001 - 近端 PCS ループバッ ク

010 - 近端 PMA ループバッ ク  

入力

mmcm_not_locked_1 Txpmaresetdone_out に接続。 0 (緑色)

clk_locked MMCM フ リーランニング ク ロ ッ クがロ ッ ク。 1 (緑色)

lane_up レーンの初期化が完了する とアサート される。 1 (緑色)
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図 15 に、 スレーブ デザインの VIO を示します。

テス ト を実行する場合は、 表 10 に示す VIO 信号設定を使用して ください。

channel_up Aurora 8B/10B チャネルの初期化が完了し、 デー
タ転送の準備が整う とアサート される。

1 (緑色)

rx_resetdone_1 GTY RX のリセッ ト完了。 1 (緑色)

tx_resetdone_1 GTY TX のリセッ ト完了。 1 (緑色)

t_axi_calib_done_out_mas

(axi_c2c_link_status_out)

リ ンク  ステータス : Link Detect FSM が SYNC ス
テートの場合にアサート される。 マスターまた
はスレーブの AXI Chip2Chip コアがリセッ ト中、
または Link Detect FSM が SYNC ステートでない
場合にはディアサート される。

1 (緑色)

t_axi_phy_error_out_mas

(axi_c2c_multi_bit_error_out)

マルチビッ ト  エラー割り込み: この割り込み信号
は、マスターまたはスレーブの AXI Chip2Chip コ
アで複数ビッ トがエラーと して受信される とア
サート される。

0 (緑色)

t_axi_calib_error_out_mas マスター デバイスが指定された時間内に予想パ
ターンを受信していない場合に、 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  エラー ステータス信号をアサート
する。

0 (緑色)

axi_c2c_link_error_out リ ンク  エラー割り込み: 通常動作中に AXI 
Chip2Chip スレーブ コアがリセッ ト される とア
サート される。 この信号は、 マスター モードの
場合のみ有効。

0 (緑色)

axi4_error ト ラフ ィ ッ ク  チェッカー エラー 0 (緑色)

lite_error ト ラフ ィ ッ ク  ライ ト  チェッカー エラー 0 (緑色)

tx_lock GTY CPLL のロ ッ ク 1 (緑色)

X-Ref Target - Figure 15

図 15: スレーブ VIO のセッ トアップ

表 10: VIO 信号

信号 説明 動作中のステータス信号

入力

sysreset_i デザイン リセッ ト  ( ト ランシーバーではない)。 アクティブ High

表 9: VIO 信号 (続き)

信号 説明 動作中のステータス信号
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図 16 に、 テス トに使用される  2 つのボードを示します。

まとめ

リ ファレンス  デザインは、 次の機能を搭載するよ うに構築されています。

• インターフェイス

° マスター RFSoC: AXI Chip2Chip インターフェイス、 Aurora 8B10B (1 レーン @1.2288Gbit/s)

° スレーブ A7: AXI Chip2Chip インターフェイス、 Aurora 8B10B (1 レーン @1.2288Gbit/s)

• ユーザー アプリ ケーシ ョ ンへのデータ  コネクティビティには AXI Lite インターフェイスを使用。

• リ ファレンス  デザインには新しい Aurora 8B10B IP を検証するためのテス ト  ロジッ クが含まれる。

gtreset_vio_i ト ランシーバー リセッ ト アクティブ High

loopback_vio_i[2:0] ト ランシーバー ループバッ ク 000 - 正常モード  

001 - 近端 PCS ループバッ ク

010 - 近端 PMA ループバッ ク  

出力

mmcm_not_locked Txpmaresetdone_out に接続。 0 (緑色)

channel_up_i Aurora 8B/10B チャネルの初期化が完了し、 デー
タ転送の準備が整う とアサート される。

1 (緑色)

lane_up_i レーンの初期化が完了する とアサート される。 1 (緑色)

X-Ref Target - Figure 16

図 16: ZCU1254 ボード と  AC701 ボード

表 10: VIO 信号 (続き)

信号 説明 動作中のステータス信号
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Xilinx Documentation Navigator およびデザイン  ハブ

Xilinx Documentation Navigator (DocNav) では、 ザイ リ ンクスの資料、 ビデオ、 サポート  リ ソースにアクセスでき、 特定の

情報を取得するためにフ ィルター機能や検索機能を利用できます。 DocNav を開くには、 次のいずれかを実行します。

• Vivado IDE で [Help] → [Documentation and Tutorials] をク リ ッ ク します。

• Windows で [スタート ] → [すべてのプログラム] → [Xilinx Design Tools] → [DocNav] をク リ ッ ク します。

• Linux コマンド  プロンプ トに 「docnav」 と入力します。

ザイ リ ンクス  デザイン ハブには、 資料やビデオへのリ ンクがデザイン タスクおよびト ピッ クごとにま とめられており、

これらを参照するこ とでキー コンセプ ト を学び、 よ くある質問 (FAQ) を参考に問題を解決できます。 デザイン ハブにア

クセスするには、 次のいずれかを実行します。

• DocNav で [Design Hubs View] タブをク リ ッ ク します。

• ザイ リ ンクス  ウェブサイ トのデザイン ハブ ページを参照します。

注記: DocNav の詳細は、 ザイ リ ンクス  ウェブサイ トの Documentation Navigator ページを参照してください。

注記: DocNav からは、 日本語版は参照できません。 ウェブサイ トのデザイン ハブ ページをご利用ください。
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本通知に基づいて貴殿または貴社 (本通知の被通知者が個人の場合には 「貴殿」、 法人その他の団体の場合には 「貴社」。 以下同じ ) に開
示される情報 (以下 「本情報」 といいます) は、 ザイ リ ンクスの製品を選択および使用するこ とのためにのみ提供されます。 適用される
法律が許容する最大限の範囲で、 (1) 本情報は 「現状有姿」、 およびすべて受領者の責任で (with all faults) とい う状態で提供され、 ザイ リ
ンクスは、 本通知をもって、 明示、 黙示、 法定を問わず (商品性、 非侵害、 特定目的適合性の保証を含みますがこれらに限られません)、
すべての保証および条件を負わない (否認する ) ものと します。 また、 (2) ザイ リ ンクスは、 本情報 (貴殿または貴社による本情報の使用
を含む) に関係し、 起因し、 関連する、 いかなる種類 ・性質の損失または損害についても、 責任を負わない (契約上、 不法行為上 (過失の
場合を含む)、 その他のいかなる責任の法理によるかを問わない) ものと し、 当該損失または損害には、 直接、 間接、 特別、 付随的、 結
果的な損失または損害 (第三者が起こした行為の結果被った、 データ、 利益、 業務上の信用の損失、 その他あらゆる種類の損失や損害を
含みます)  が含まれるものと し、 それは、 たとえ当該損害や損失が合理的に予見可能であったり、 ザイ リ ンクスがそれらの可能性につい
て助言を受けていた場合であったと しても同様です。 ザイ リ ンクスは、 本情報に含まれるいかなる誤り も訂正する義務を負わず、 本情

報または製品仕様のアップデート を貴殿または貴社に知らせる義務も負いません。 事前の書面による同意のない限り、 貴殿または貴社

は本情報を再生産、 変更、 頒布、 または公に展示してはなり ません。 一定の製品は、 ザイ リ ンクスの限定的保証の諸条件に従う こ と と

なるので、 https://japan.xilinx.com/legal.htm#tos で見られるザイ リ ンクスの販売条件を参照して ください。 IP コアは、 ザイ リ ンクスが貴
殿または貴社に付与したライセンスに含まれる保証と補助的条件に従う こ とにな り ます。 ザイ リ ンクスの製品は、 フェイルセーフと し

て、 または、 フェイルセーフの動作を要求するアプリ ケーシ ョ ンに使用するために、 設計されたり意図されたり していません。 そのよ

う な重大なアプリ ケーシ ョ ンにザイ リ ンクスの製品を使用する場合のリ スク と責任は、 貴殿または貴社が単独で負う ものです。

https://japan.xilinx.com/legal.htm#tos で見られるザイ リ ンクスの販売条件を参照してください。

自動車用のアプリ ケーシ ョ ンの免責条項

オートモーティブ製品 (製品番号に 「XA」 が含まれる ) は、 ISO 26262 自動車用機能安全規格に従った安全コンセプ ト または余剰性の機
能 ( 「セーフティ設計」 ) がない限り、 エアバッグの展開における使用または車両の制御に影響するアプリ ケーシ ョ ン  ( 「セーフティ  ア
プリ ケーシ ョ ン」 ) における使用は保証されていません。 顧客は、 製品を組み込むすべてのシステムについて、 その使用前または提供前
に安全を目的と して十分なテス ト を行う ものと します。 セーフティ設計なしにセーフティ  アプリ ケーシ ョ ンで製品を使用する リ スクは
すべて顧客が負い、 製品の責任の制限を規定する適用法令および規則にのみ従う ものと します。

© Copyright 2018 Xilinx, Inc. Xilinx、 Xilinx のロゴ、 Artix、 ISE、 Kintex、 Spartan、 Virtex、 Vivado、 Zynq、 およびこの文書に含まれるその
他の指定されたブランドは、 米国およびその他各国のザイ リ ンクス社の商標です。 すべてのその他の商標は、 それぞれの保有者に帰属

します。 

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、 jpn_trans_feedback@xilinx.com まで、 または各ページの右下
にある  [フ ィードバッ ク送信] ボタンをク リ ッ クする と表示されるフォームからお知らせください。 いただきましたご意見を参考に早急
に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付けており ません。 あらかじめご了承ください。
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